
 



福
井
県
の
北
端
部
に
、
風
光
明
媚
な
自

然
湖
「
北
潟
湖
」
が
あ
り
ま
す
。
面
積

２
・
13

、
周
囲
お
よ
そ
20

の
「
北
潟

湖
」
に
は
、
コ
イ
・
フ
ナ
・
ウ
ナ
ギ
・
ワ

カ
サ
ギ
な
ど
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

淡
水
魚
釣
り
の
メ
ッ
カ
と
し
て
有
名
で
、

マ
ガ
ン
・
ヒ
ド
リ
ガ
モ
・
マ
ガ
モ

の
渡
来
地
と
し
て
、
環
境
省
の
重

要
湿
地
５
０
０
に
も
選
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

６
月
、
初
夏
の
訪
れ
を
感
じ
る

頃
、「
北
潟
湖
畔
花
菖
蒲
園
」
で
は
、

３
０
０
種
、
20
万
本
の
花
菖
蒲
が

咲
き
誇
り
、
満
開
期
に
合
わ
せ
て
、

毎
年
６
月
10
日
か
ら
６
月
25
日
に

か
け
て
「
花
菖
蒲
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
郷
土
芸
能
の
披
露
や
あ
わ

ら
温
泉
の
芸
妓
を
モ
デ
ル
に
し
た
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
、
船
に
よ
る
湖
上
遊
覧
な
ど
が

催
さ
れ
る
ほ
か
、
ス
イ
カ
・
メ
ロ
ン
な
ど

地
元
特
産
品
の
直
売
や
、
花
菖
蒲
の
株
の

販
売
も
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん

の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

北
潟
湖
の
通
称
南
湖
に
は
北
潟
湖
畔
公

園
が
あ
り
、
一
周
3.7

の
周
遊
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
「
ハ
ミ
ン
グ
ロ
ー
ド
」
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
途
中
に
は
、
休
憩
ス

ポ
ッ
ト
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
ハ
ミ

ン
グ
ロ
ー
ド
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る

「
ア
イ
リ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
」
が
、
北
潟
湖
周
辺

の
自
然
景
観
に
マ
ッ
チ
し
て
、
湖
に
美
し

い
シ
ル
エ
ッ
ト
を
浮
か
ば
せ
て
い
ま
す
。

併
設
さ
れ
て
い
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
パ
ー
ク

で
普
通
自
転
車
や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を

レ
ン
タ
ル
し
、
ゆ
っ
く
り
と
ハ
ミ
ン
グ
ロ

ー
ド
を
走
る
と
、
湖
か
ら
の
爽
や
か
な
風

を
受
け
て
気
分
は
爽
快
！
お
も
し
ろ
自
転

車
や
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
の
ほ
か
、
足
こ
ぎ

ボ
ー
ト
な
ど
も
貸
し
出
し
て
い
ま
す
の
で
、

小
さ
い
子
供
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
の
ん
び

り
と
湖
上
で
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。

８
月
か
ら
９
月
の
中
秋
に
合
わ
せ
て
開

催
さ
れ
る
「
あ
わ
ら
北
潟
湖
畔
観
月
の
夕

べ
」
は
、
あ
わ
ら
市
の
文
化
に
ふ
れ
あ
え

る
一
大
イ
ベ
ン
ト
。
満
月
の
月
明
か
り
と

白
山
連
邦
の
山
並
み
を
バ
ッ
ク
に
水
上
ス

テ
ー
ジ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
芸
能
の
数
々
、

芝
生
広
場
で
の
野
点
茶
会
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
ろ
う
そ
く
に
思
い
を
込
め
た
”
あ
か

り
ば
や
し
“
、
そ
し
て
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
る
迫
力
満
点
の
花
火
は
、
き
っ
と
皆
さ

ま
の
心
に
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
北
潟
湖
は
、
水
辺
の
ス
ポ
ー
ツ
”
カ
ヌ

ー
競
技
“
の
メ
ッ
カ
で
も
あ
り
ま
す
。
特

に
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て
ボ
ー
ル
を
ゴ
ー
ル
に

入
れ
て
得
点
を
競
う
”カ
ヌ
ー
ポ
ロ
競
技
“

が
盛
ん
で
、
北
潟
湖
畔
公
園
に
は
カ
ヌ
ー

ポ
ロ
専
用
コ
ー
ト
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
夏
に
開
催
さ
れ
る
「
あ
わ
ら
カ
ッ
プ

カ
ヌ
ー
ポ
ロ
大
会
」
は
、
全
国
各
地
か
ら

多
く
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
集
ま
り
、
日
本
最

大
規
模
の
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
四
季
折
々
に
美
し
い
自
然
を
奏
で
る

「
北
潟
湖
」
は
、
憩
い
の
場
で
あ
る
と
と
も

に
、
観
光
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

人
々
が
ふ
れ
あ
え
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
冬
の
寒
ブ
ナ
漁
や
夏
の
ウ
ナ
ギ
漁

な
ど
の
漁
業
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
切
な
自
然
環
境
を
、
み
ん

な
で
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

（
あ
わ
ら
市
生
活
環
境
課
）

あ
わ
ら
市

「
北
潟
湖
」
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今
年
２
月
２
日
に
国
連
の
研
究
機
関
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候

変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
が
発
表
し
た
報
告
書
に

よ
れ
ば
、
今
の
ま
ま
化
石
燃
料
を
使
い
続
け
る
と
今
後
１

０
０
年
間
で
地
球
の
平
均
気
温
は
6.4
℃
上
昇
す
る
と
言
っ

て
い
ま
す
。
日
本
は
、
京
都
議
定
書
で
約
束
し
た
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
６
％
削
減
は
、
逆
に
、
８
％
増
加
し
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
早
急
に
、
現
在
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見

直
し
、
家
庭
で
排
出
す
る
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す
こ
と
に

着
手
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
住
宅
の
省
エ
ネ
化
に
よ
っ

て
も
大
き
な
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
か
ら
、

福
井
の
気
候
風
土
に
あ
っ
た
省
エ
ネ
住
宅
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

住
環
境
計
画
研
究
所
の
「
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
統
計
年

報
２
０
０
２
年
版
」
に
よ
れ
ば
、
住
宅
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
（
２
次
エ
ネ
ル
ギ
ー：

電
気
な
ど
、
１
次
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
変
換
・
加
工
し
て
得
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
は
、
北

海
道
が
１
番
、
東
北
が
２
番
、
北
陸
が
３
番
と
な
っ
て
い

ま
す
。
当
然
、
寒
い
地
域
ほ
ど
暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
く

さ
ん
使
う
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
数
字
を
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
石
油
な
ど
、

自
然
か
ら
直
接
得
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
に
換
算
し
て
み

る
と
、
北
陸
が
全
国
一
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
家
が
広

い
こ
と
や
暖
房
・
冷
房
に
電
気
を
使
う
割
合
が
高
い
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
CO2

排
出
量
を
削
減
す
る
た
め
に
は
、
住
宅
に
お
い
て
は
北
陸

地
方
が
率
先
し
て
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。

平
成
11
年
、
国
は
こ
れ
ま
で
の
住
宅
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
準
を
改
正
し
て
、
新
し
い
基
準
「
次
世
代
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
準
」
を
定
め
ま
し
た
。「
建
物
本
体
の
熱
的
な
性
能
の

向
上
」
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
家
庭
が
排
出
す
る
冷

暖
房
に
お
け
る
CO2
の
削
減
を
め
ざ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
次
世
代
省
エ
ネ
基
準
は
、
暖
房
の
必
要
性
を
地
域

ご
と
の
平
均
気
温
か
ら
指
数
化
し
た
値
「
暖
房
度
日
」
に

よ
っ
て
日
本
全
体
を
６
つ
の
地
域
に
分
類
し
（
図
１
）、
必

要
な
断
熱
材
の
厚
さ
等
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
福
井
県
内
は
Ⅳ
地
域
と
な
り
、
は
る
か

に
温
暖
な
は
ず
の
静
岡
や
四
国
、
九
州
と
同
じ
地
域
に
分

類
さ
れ
て
い
ま
す
。

暖
房
度
日
か
ら
見
れ
ば
、
福
井
市
は
新
潟
県
糸
魚
川
市
、

大
野
市
は
秋
田
県
に
か
ほ
市
（
旧
象
潟
町
）
と
、
敦
賀
市

は
福
岡
県
宗
像
市
と
同
じ
値
で
あ
り
、
地
域
的
に
は
ま
と

ま
っ
て
い
る
県
内
で
あ
っ
て
も
暖
房
の
必
要
度
は
非
常
に

大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
県
内
の
住

宅
に
は
次
世
代
省
エ
ネ
Ⅳ
地
域
基
準
を
ベ
ー
ス
に
、
各
地

の
気
候
的
特
徴
に
合
わ
せ
た
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

住
宅
の
省
エ
ネ
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
地
域
の
気
候
特

性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
福
井
の
気
候
に
は
ど

の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

冬
期
の
平
均
気
温
を
比
べ
る
と
、
敦
賀
市
は
静
岡
市
よ

り
２
℃
低
く
、
福
井
市
は
敦
賀
市
よ
り
２
℃
低
く
、
さ
ら

に
大
野
市
は
福
井
市
よ
り
２
℃
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
１
は
、
大
野
市
、
福
井
市
、
敦
賀
市
、
静
岡
市

の
日
平
均
気
温
を
表
し
て
い
ま
す
。
静
岡
市
は
２
℃
未
満

に
な
る
日
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
引
き
替
え
大
野
市

の
１
月
、
２
月
は
ほ
と
ん
ど
２
℃
未
満
に
な
り
ま
す
。

グ
ラ
フ
２
は
、
福
井
市
と
静
岡
市
の
日
照
時
間
、
南
ガ

ラ
ス
面
日
射
量
で
す
。
雪
や
雨
の
多
い
福
井
で
は
、
冬
期

の
日
照
時
間
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
南
面
の
窓
ガ
ラ

ス
に
降
り
注
ぐ
日
射
量
は
、
12
月
、
１
月
に
は
静
岡
市
の

40
％
前
後
で
す
が
、
日
照
時
間
が
回
復
す
る
２
月
、
３
月

に
は
70
〜
80
％
に
な
り
ま
す
。
確
か
に
日
照
時
間
が
少
な

3
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く
、
家
の
中
に
太
陽
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
す
が
、
２

月
、
３
月
に
な
れ
ば
、
あ
る

程
度
日
射
を
取
り
入
れ
る
こ

と
は
で
き
る
こ
と
に
注
目
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

暖
房
度
日
か
ら
暖
房
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
計
算
す
る
と
、
敦

賀
市
は
静
岡
市
の
1.2
倍
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
標
準
的
な

住
宅
を
建
て
る
と
す
れ
ば
必

要
な
暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
1.2

倍
ど
こ
ろ
か
1.8
倍
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
福
井

県
内
の
冬
期
の
日
射
量
が
静

岡
市
に
比
べ
少
な
い
こ
と
に

よ
り
ま
す
。
福
井
市
の
南
面

窓
ガ
ラ
ス
に
降
り
注
ぐ
日
射

量
は
、
２
月
か
ら
３
月
に
は

70
〜
80
％
に
な
る
わ
け
で
す

か
ら
、
福
井
で
も
太
陽
か
ら

降
り
注
ぐ
日
射
量
を
最
大
限

室
内
に
取
り
込
む
こ
と
に
す

れ
ば
、
暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
福
井
の
冬
は
日
照
が
少

な
い
と
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ

ん
か
。
南
ガ
ラ
ス
面
の
日
射

量
は
、
太
陽
高
度
が
低
い
冬

の
２
月
が
10
月
に
次
い
で
２

番
目
に
多
く
な
る
の
が
福
井

の
特
徴
な
の
で
す
。

一
方
、
夏
期
の
平
均
気
温

は
、
福
井
市
・
敦
賀
市
に
比

べ
て
静
岡
が
１
℃
程
高
く
、
大
野
市
が
１
℃
程
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。
日
射
量
に
は
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
窓
か
ら
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
う
日
射
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
室
内
を
暖
め
る
と
、
冷
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大
き
く
増

加
し
ま
す
。
夏
期
に
は
日
射
が
室
内
に
入
ら
な
い
よ
う
徹

底
し
た
対
策
が
必
要
で
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
福
井
の
気
候
・
風
土
に
合
っ
た

「
ふ
く
い
の
省
エ
ネ
住
宅
」
を
提
案
し
ま
す
。
そ
の
ポ
イ
ン

ト
を
５
つ
に
ま
と
め
ま
し
た
。

１．

気
密
・
断
熱
化
は
必
要

次
世
代
省
エ
ネ
基
準
Ⅳ
地
域
の
基
準
を
守
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
奥
越
地
域
な
ど
県
内
の
寒
冷
地
で
は
Ⅳ
地
域
以

上
の
断
熱
性
能
を
求
め
る
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

２．

窓
ガ
ラ
ス
な
ど
開
口
部
の
断
熱
補
強

住
宅
全
体
か
ら
の
熱
の
出
入
り
に
対
し
て
窓
な
ど
の
開

口
部
か
ら
は
、
冬
の
暖
房
時
で
48
％
、
夏
は
71
％
に
な
り

ま
す
。(

図
２
・
図
３)

断
熱
性
能
の
高
い
Ｌ
ｏ
ｗ
―
Ｅ
ガ
ラ
ス
を
使
用
し
た
り
、

ア
ル
ミ
枠
を
木
製
や
樹
脂
製
に
す
る
こ
と
も
効
果
が
あ
り

ま
す
が
、
障
子
や
雨
戸
を
見
直
す
こ
と
も
重
要
で
す
。
ま

た
、
ふ
す
ま
程
度
の
厚
さ
に
断
熱
材
を
入
れ
た
断
熱
戸
は

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

３．

冬
は
日
射
を
取
り
入
れ
、
夏
は
日
射
を
さ
え
ぎ
る
こ
と

日
射
が
少
な
い
福
井
で
あ
っ
て
も
、
南
面
に
大
き
な
開

口
部
を
作
る
方
が
省
エ
ネ
に
な
り
ま
す
。
冬
晴
れ
た
日
、

南
側
に
20
�
の
窓
が
あ
れ
ば
2.5
kw
の
小
型
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ

ー
に
匹
敵
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
得
ら
れ
、
断
熱
・
気
密
化

さ
れ
た
住
宅
で
は
、
夜
に
断
熱
戸
を
使
え
ば
暖
房
は
ほ
と

ん
ど
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
高
断
熱
住
宅
ほ
ど
夏

は
し
っ
か
り
と
日
射
を
遮
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
だ
れ

の
よ
う
に
、
日
射
が
室
内
に
入
る
前
に
遮
断
し
て
し
ま
う

こ
と
が
最
も
理
想
的
で
す
。

４．

夏
、
夜
間
に
蓄
冷

深
夜
か
ら
早
朝
の
冷
え
た
空
気
を
建
物
内
に
取
り
込
む

こ
と
に
よ
っ
て
建
物
は
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
す
る
だ
け
で
な
く
、

冷
え
た
熱
を
蓄
え
る
こ
と
も
で
き
て
、
日
中
の
冷
房
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
大
き
く
削
減
で
き
ま
す
。

５．

部
分
暖
房
、
間
欠
暖
房
の
で
き
る
間
取
り

近
年
、
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
ワ
ン
ル
ー
ム
化
や
家
族
の
個
室
そ
れ

ぞ
れ
を
暖
房
す
る
よ
う
に
な
り
、
暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
増

大
し
て
い
ま
す
。
開
放
的
な
間
取
り
は
魅
力
的
で
す
が
、

地
球
温
暖
化
を
考
え
る
と
、
冬
の
時
期
は
ど
こ
で
間
仕
切

4
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出所：日本建材・住宅設備産業協会
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り
、
ど
こ
ま
で
暖
房
す
る
の
か
を
十
分
計
画
し
て
お
く
こ

と
は
高
断
熱
住
宅
で
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

住
宅
全
体
で
は
な
く
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
部
分
だ
け
を
断

熱
改
善
す
る
こ
と
で
効
果
は
得
ら
れ
ま
す
。
リ
フ
ォ
ー
ム

す
る
部
分
に
合
わ
せ
省
エ
ネ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
間
仕
切
壁
・
床
下
】

仕
切
壁
下
部
を
断
熱
材
等
で
ふ
さ
ぐ
こ
と
（
気
流
止
め
）

で
、
壁
の
断
熱
材
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
、
大
き
な
省
エ
ネ

に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
窓
】断

熱
ア
ル
ミ
・
ペ
ア
ガ
ラ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
気
密
・
断

熱
化
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ガ
ラ
ス
窓
の
内
側
に
障
子
や

断
熱
戸
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
外
と
高
い
効
果
が
得

ら
れ
ま
す
。
カ
ー
テ
ン
は
、
カ
ー
テ
ン
ボ
ッ
ク
ス
を
取
り

付
け
、
丈
は
床
ま
で
と
ど
く
よ
う
に
し
ま
す
。

夏
は
庇
（
ひ
さ
し
）
を
つ
け
て
日
射
を
遮
り
、
冬
は
太

陽
の
高
度
が
低
く
日
射
を
部
屋
ま
で
取
り
入
れ
ま
す
。

【
天
井
裏
ま
た
は
屋
根
面
】

夏
の
換
気
の
た
め
、
吸
気
と
排
気
を
考
え
た
換
気
口
を

取
り
付
け
ま
す
。

断
熱
に
は
、
十
分
な
厚
さ
の
断
熱
材
を
隙
間
な
く
充
填

す
る
方
法
が
一
般
的
で
す
が
、
野
地
板
の
上
や
屋
根
垂
木

の
間
に
断
熱
材
を
い
れ
た
り
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

【
外
壁
】

柱
や
間
柱
の
外
側
に
断
熱
材
を
張
る
方
法
が
あ
り
ま
す

が
、
気
流
止
め
が
な
い
と
十
分
効
果
を
発
揮
し
ま
せ
ん
。

高
気
密
・
高
断
熱
住
宅
で
も
必
要
な
と
き
に
必
要
な
部

屋
を
適
度
な
温
度
で
冷
暖
房
す
る
方
が
省
エ
ネ
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
冬
の
工
夫
、
夏
の
工
夫
、
季
節
に
応
じ
た
暮

ら
し
方
の
工
夫
で
省
エ
ネ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
ま

す
。

冬
の
工
夫

・
窓
に
断
熱
戸
を
は
め
込
む
。

・
窓
や
扉
の
隙
間
を
隙
間
テ
ー
プ
で
ふ
さ
ぐ
。

・
厚
地
の
カ
ー
テ
ン
を
床
ま
で
覆
う
。

・
床
に
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
ア
ル
ミ
断
熱
シ
ー
ト
を
敷
く
。

・
床
下
換
気
口
を
ふ
さ
ぐ
（
床
下

防
湿
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
必
要
）。

・
２
月
、
３
月
に
、
窓
下
に
反
射

板
を
設
置
し
、
日
射
の
取
り
入

れ
を
増
や
す
。

・
冬
も
扇
風
機
（
サ
ー
キ
ュ
レ
ー

タ
）
で
暖
か
さ
を
満
遍
な
く
行

き
渡
ら
せ
る
。

夏
の
工
夫

・
窓
の
外
に
離
し
て
簾
（
す
だ
れ
）
を
か
け
た
り
、
下
屋

に
ヨ
シ
ヅ
を
浮
か
し
て
並
べ
、
日
射
を
遮
る
。

・
ア
サ
ガ
オ
、
ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
蔓
性
の
植
物
を
植
え
、
日

射
を
遮
る
。

・
窓
を
開
け
て
、
夜
の
冷
気
を
取
り
入
れ
る
。

・
建
物
周
囲
に
植
栽
す
る
。
南
面
は
、
落
葉
高
木
で
冬
に

日
射
を
入
れ
る
こ
と
も
考
慮
す
る
。

・
打
ち
水

・
エ
ア
コ
ン
と
扇
風
機
を
併
用
し
て
、
冷
気
を
満
遍
な
く

行
き
渡
ら
せ
る
。

家
庭
か
ら
の
CO2
排
出
量
の
内
、
照
明
・
家
電
製
品
か
ら

が
31
％
、
給
湯
・
キ
ッ
チ
ン
・
水
道
か
ら
が
18
％
、
冷
暖

房
か
ら
が
15
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
設
備
の
省

エ
ネ
に
よ
っ
て
大
き
な
CO2
削
減
が
期
待
で
き
ま
す
が
、
そ

れ
に
よ
り
使
用
量
が
増
え
れ
ば
CO2
排
出
量
を
逆
に
増
加
さ

せ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
住
宅
設
備
の
省

エ
ネ
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

●
太
陽
熱
温
水
器
（
太
陽
熱
を
利
用
す
る
ネ
ル
ギ
ー
効
率
、

経
済
効
率
の
よ
い
機
器
）

●
太
陽
光
発
電

●
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
電
気
温
水
器
）

●
エ
コ
ウ
ィ
ル

（
ガ
ス
で
発
電
と
給
湯
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
・
シ
ス
テ
ム
）

●
雨
水
利
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
地
中
熱
利
用
（
地
中
熱
利
用
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な
ど
）

●
屋
上
緑
化
・
壁
面
緑
化

住
宅
は
50
年
、
60
年
と
い
う
寿
命
の
長
い
も
の
で
す
。

今
は
京
都
議
定
書
の
６
％
削
減
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
す
が
、
そ
れ
は
地
球
温
暖
化
対
策
の
第
一
歩
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
２
０
５
０
年
に
は
、
60
％
の
CO2
削
減
が
必
要
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
提
案
し
た
こ
と
を
考

慮
す
れ
ば
60
％
削
減
は
可
能
で
す
。

こ
れ
か
ら
住
宅
を
建
て
ら
れ
る
方
は
、
50
年
、
60
年
先

の
こ
と
を
考
え
、
住
宅
の
省
エ
ネ
化
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
建
て
ら
れ
た
方
は
、
10
％
、
20
％
の
削

減
を
め
ざ
し
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム
（
断
熱
戸
の
よ
う
な
建
具

の
設
置
を
含
む
）
や
暮
ら
し
の
工
夫
を
お
考
え
下
さ
い
。

(

福
井
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー)

リ
フ
ォ
ー
ム
で
省
エ
ネ
住
宅
に

手
軽
に
で
き
る
暮
ら
し
の
工
夫

設
備
の
導
入
で
省
エ
ネ
住
宅

最
後
に

窓下への反射板の設置

すだれ

植物で日光をさえぎる
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達
一
人
ひ
と
り
が
環
境
の
こ
と
を

理
解
し
、
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
で
す
。
消
費
者
と
事

業
者
、
両
者
か
ら
き
ち
ん
と
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
性
を
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

（
越
前
市
　
Ｔ
さ
ん
）

し
で
も
ゴ
ミ
が
減
る
よ
う
に
購
入

時
に
本
当
に
必
要
な
も
の
か
よ
く

考
え
て
買
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
マ

イ
バ
ッ
ク
持
参
、
ト
レ
ー
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
牛
乳
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

努
め
て
い
ま
す
。

（
美
浜
町
　
Ｓ
さ
ん
）

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
改
正
さ

れ
、
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
が
５

点
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
常
々
頭
に

お
き
、
親
が
手
本
と
な
り
、
子
ど
も
達

に
教
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
敦
賀
市
　
Ｈ
さ
ん
）

が
家
で
も
容
器
包
装
の
ゴ
ミ
が
と

て
も
多
く
、
ゴ
ミ
減
量
化
の
た
め

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
よ
う
分
別
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
過
剰
包
装
反
対
で
す
。

（
福
井
市
　
Ｙ
さ
ん
）

域
の
ゴ
ミ
の
出
し
方
の
ル
ー
ル
を

守
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
心
が

け
て
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
永
平
寺
町
　
Ｗ
さ
ん
）

容我地 少 私
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今回は「ふくいの省エネ住宅」がテーマです。全問
正解めざしてチャレンジしてみてくださいね。御応募
お待ちしております！

住宅のエネルギー消費量で北陸が全国で一
番多いのは次のどのエネルギーでしょう
か？

①　1次エネルギー
②　2次エネルギー
③　3次エネルギー

冬の暖房時の熱が、窓などの開口部から外に
流出する割合は何％でしょうか？

①　 ８％
②　 28％
③　 48％

窓など開口部の断熱補強で効果の高いの
は次のどれでしょうか？

①　障子
②　ブラインド
③　すだれ

　環境ふくい推進協議会では、随時会員を募
集しています。 
　環境問題に関心のある方、本紙『みんなの
かんきょう』を毎号読みたい方、当協議会主
催行事等の情報を知りたい方は、ぜひご入会
ください。お待ちしております！ 
 
年会費　　個人会員：500円 
　　　　　企業会員：10,000円 
　　　　　　　　　　　　　（1口以上何口でも可） 

　　　　　団体会員：無料 

申込み・問合せ先 
　環境ふくい推進協議会事務局 
　　　　　　　　　　（福井県環境政策課内） 

　 TEL：0776－20－0301

　協議会の事業紹介やイベント案内、『みんなのかんきょう』のバックナ

ンバーも掲載しています。 

E-mail：kankyou@pref.fukui.lg.jp

http://www.erc.pref.fukui.jp/eco/kfs.html

　環境ふくい推進協議会では、環境に関するイベント情報をメールマガジ

ンを活用し、タイムリーに提供することにより、会員相互の情報の共有化

を図っています。 

　情報を発信したい方、受信したい方は下記アドレスまでご連絡ください。 

編 集  

後 記  
　春が来ました！といっても、今年の冬は雪が少なく暖かい日が多かっ

たですね。改めて地球温暖化について、いろいろ考えさせられました。 

第１問

第２問

第３問

環境クイズ応募要領
★方　法／答えを官製ハガキに記入の上、郵便番号、

住所、氏名、年齢、職業、性別および本
紙の感想を書いて、当協議会まで郵送し
てください。

★締切日／平成１９年5月31日（当日消印有効）
全問正解者の中から抽選で、図書カード
をお送りいたします。当選者は次号で紙
面にて発表します。

［応募先］ 〒９１０－８５８０

福井県庁内 環境ふくい推進協議会

前回解答 
第１問　③ ８種類 
第２問　① 41.38％ 
第３問　③ ３Ｒ推進マイスター 
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